
組組
合合
のの
力力
をを
結結
集集
しし
、、
仕仕
事事
確確
保保
、、
組組
織織
拡拡
大大

統統
一一
自自
治治
体体
選選
挙挙
をを
勝勝
利利
しし
よよ
うう！！

二二
〇〇
一一
九九
年年
元元
旦旦

執
行
委
員
長

舩

津

栄

市

副
執
行
委
員
長

田

上

一

郎

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

副
執
行
委
員
長

田

中

秀

則

副
執
行
委
員
長

伊

藤

一

廣

副
執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

書

記

長

石

田

哲

雄

書

記

次

長

西

平

博

之

特
別
職
役
員

佐

藤

圭

介

中
央
支
部
長

本

多

常

秋

大
浦
支
部
長

北

村

五

男

市
南
支
部
長

小

宮

清

治

東
長
崎
支
部
長

里

澄

宏

浦
上
西
支
部
長

佐

藤

昭

彦

浦
上
東
支
部
長

田

崎

順

一

西
彼
支
部
長

岩

崎

喜
三
郎

諫
早
支
部
長

木

下

忠

明

大
村
支
部
長

中

尾

政

男

島
原
支
部
長

山

田

哲

夫

佐
世
保
中
央
支
部
長

宮

野

喜

吉

佐
世
保
東
支
部
長

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
北
支
部
長

小

林

健

治

北
松
支
部
長

須

藤

輝

久

平
戸
支
部
長

岡

田

眞

顧

問

北

村

政

和

青

年

部

長

村

上

昌

也

主

婦

会

長

馬

場

ヒ
ロ
子

他
執
行
部
一
同

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部
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県
議
会
選
挙

佐世保市・北松浦郡選挙区

堤 典子
（新人）

諫早市選挙区

山口 初實
（元職・2期）

市
議
会
選
挙

長崎市議

池田 章子
（現職・3期）

長崎市議

野口 達也
（現職・4期）

佐世保市議

山下 隆良
（現職・6期）

市
議
会
選
挙

佐世保市議

古家 勉
（現職・3期）

大村市議

村上 信行
（現職・7期）

島原市議

草野 勝義
（現職・2期）

町
議
会
選
挙

長与町議

安部 都
（現職・2期）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に

は
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
の
第
七
十
三
回
定

期
大
会
で
は
、
特
に
組
合
の
重

点
目
標
で
あ
る
組
織
の
強
化
拡

大
に
お
い
て
、
七
支
部
が
年
間

拡
大
目
標
を
達
成
し
、
九
支
部

が
組
織
純
増
と
い
う
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
た
だ
き
、
前
年

度
に
続
き
拡
大
目
標
四
○
○
名

を
達
成
す
る
と
共
に
、
三
年
連

続
で
の
組
織
純
増
（
三
十
五

名
）
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
更
に
大
会
以
降
、
今

年
度
の
前
期
拡
大
目
標
（
六
月

か
ら
十
一
月
に
二
○
○
名
）
も

皆
様
の
ご
協
力
で
見
事
達
成
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
組
合
員
、
家
族
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
の
建
設
国

保
組
合
の
育
成
・
強
化
を
求
め

る
運
動
で
は
、
組
合
員
一
人

二
・
五
枚
の
ハ
ガ
キ
要
請
の
取

組
み
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

予
算
確
保
に
大
き
な
力
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
六
月
の
大
阪

北
部
地
震
、
七
月
の
西
日
本
豪

雨
、
度
重
な
る
台
風
被
害
、
九

月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な

ど
災
害
の
多
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
災
害
時
に
備

え
昨
年
二
月
に
は
、
長
崎
県
と

全
木
協
（
全
建
総
連
加
盟
）
と

の
間
で
応
急
木
造
仮
設
住
宅
建

設
に
係
わ
る
災
害
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
、
木
造
に
よ

る
仮
設
住
宅
の
振
興
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
情
勢
は
、
シ
リ
ア
や
イ

エ
メ
ン
な
ど
内
戦
や
紛
争
が
各

地
域
で
絶
え
ま
せ
ん
。
ま
た
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
記
者
殺
害
や

イ
ラ
ク
核
合
意
か
ら
の
米
国
の

離
脱
な
ど
、
国
際
紛
争
に
発
展

し
か
ね
な
い
問
題
も
起
き
て
い

ま
す
。

ま
た
、
核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
実
験
を
繰
り
返
し
て
き

た
北
朝
鮮
問
題
は
、
平
昌
五
輪

を
機
に
南
北
首
脳
会
談
が
開
催

さ
れ
、
昨
年
六
月
に
は
、
初
の

米
朝
首
脳
会
談
が
実
現
し
ま
し

た
が
、
非
核
化
に
向
け
確
実
に

実
行
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

世
界
経
済
は
、
中
国
、
米
国

等
の
牽
引
で
「
概
ね
成
長
を
続

け
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
、
輸
入
品
へ
の

関
税
引
上
げ
を
打
ち
出
し
、
各

国
と
の
貿
易
摩
擦
を
生
ん
で
い

ま
す
。
特
に
中
国
と
の
貿
易
戦

争
と
も
言
え
る
関
税
引
上
げ
の

応
酬
は
、
十
二
月
に
開
催
さ
れ

た
Ｇ
20
（
主
要
20
カ
国
首
脳
会

議
）
で
、
米
国
が
対
中
制
裁
関

税
の
当
面
見
送
り
を
決
め
た
こ

と
で
、
ひ
と
ま
ず
回
避
し
た
も

の
の
、
関
税
引
上
げ
の
応
酬
が

再
び
激
し
く
な
れ
ば
、
世
界
経

済
や
日
本
経
済
に
影
を
落
と
し

か
ね
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

昨
年
十
月
、
建
設
経
済
研
究

所
と
経
済
調
査
は
、
本
年
度
の

建
設
投
資
見
通
し
を
、
西
日
本

豪
雨
等
の
災
害
復
旧
や
民
間
投

資
の
動
向
を
反
映
し
、
前
年
度

比
二
・
七
％
増
の
五
五
兆
一
、

五
○
○
億
円
、
新
設
住
宅
着
工

は
、
九
二
・
二
万
戸
と
発
表
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
国
は
建
設

産
業
に
お
け
る
労
働
者
不
足
と

賃
金
や
劣
悪
な
労
働
環
境
の
改

善
を
図
る
た
め
、
昨
年
も
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
を
三
・
八

％
引
上
げ
、
こ
の
六
年
間
で
四

三
・
三
％
の
引
上
げ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
た
日
建
連
は
、
法
定
福
利

費
の
内
訳
明
示
に
加
え
、
処
遇

改
善
の
基
本
で
あ
る
賃
金
に
つ

い
て
「
労
務
費
見
積
も
り
遵
守

宣
言
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
が

こ
こ
五
年
で
空
前
の
営
業
利
益

を
上
げ
て
い
る
反
面
、
私
た
ち

中
小
建
設
業
者
や
現
場
の
職
人

の
賃
金
や
単
価
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
入
管
法
」
の
改
正

に
よ
る
外
国
人
労
働
者
の
拡
大

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

の
本
格
始
動
な
ど
、
国
や
業
界

が
現
状
を
認
識
し
て
い
る
今
、

し
っ
か
り
と
法
定
福
利
費
を
確

保
し
、
単
価
、
賃
金
等
労
働
条

件
改
善
を
勝
ち
取
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

組
合
で
は
、
県
・
市
・
町
等

の
行
政
機
関
に
対
し
、
適
正
な

賃
金
・
単
価
の
確
保
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継
続
・

拡
充
を
求
め
て
引
き
続
き
要
請

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

組
織
強
化
・
拡
大
で
は
、
六
、

五
○
○
名
復
活
を
目
標
に
四
年

連
続
の
組
織
純
増
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
新
規
加

入
者
の
拡
大
と
脱
退
防
止
に
ご

協
力
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

今
年
は
、
四
月
に
統
一
自
治

体
選
挙
、
七
月
に
参
議
院
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
動

の
強
化
を
図
る
た
め
に
も
、
各

級
推
薦
議
員
の
勝
利
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
費
税
引
上
げ
の

問
題
、後
継
者
育
成
、リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
、
安
全
対
策
、
全
リ
協

の
取
組
み
、
憲
法
改
正
、
反
戦

平
和
活
動
な
ど
多
く
の
課
題
が

山
積
み
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
と
共
に
前
述
の

諸
要
求
実
現
の
た
め
に
全
力
で

運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
は
平
成
か
ら

新
元
号
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
組

合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に
と
っ

て
、
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

執
行
委
員
長

年
頭
の
あ
い
さ
つ

六
、五
〇
〇
名
組
織
の
復
活
と

各
級
議
員
の
勝
利
に
向
け
て

建
設
長
崎
第
三
回
本
部
執
行
委
員
会

（
十
一
月
二
十
二
日
開
催
）
で
推
薦

決
定

2019年統一地方自治体選挙 建設長崎推薦立候補予定者
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2019年
（平成31年） 年　男

亥年の豆知識
亥年という字の成り立ち
亥という字は獣（一説には猪）
の象形文字で、猪そのものではな
く骨格や骨組みを表します。

亥年生まれの特徴
辛抱強く根性があり、自我を
しっかり持ち、何事もしっかりと
やり遂げる。お人好しでさっぱり
した性格。
半面、頑固で他人の忠告を聞か

ずに、自分の意見をはっきり述べ
る。神経質で心配性、飽きっぽい。

気
を
引
き
締
め

日
々
精
進

気
づ
け
ば
又
、
年
男
を
迎
え

る
事
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

変
わ
ら
ず
毎
日
を
楽
し
く
有
意

義
に
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

仕
事
や
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
出
会
っ
た
仲
間
や
友
人
達
に

怪
我
や
病
気
が
無
い
事
を
祈
り

つ
つ
、
私
自
身
も
気
を
引
き
締

め
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

野
口

裕
二

（
東
長
崎
支
部
）

更
な
る
前
進
と

挑
戦

お
陰
様
で
、
年
男
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
毎
日
が
勉

強
で
、
皆
様
の
ご
指
導
に
よ
り

大
変
良
い
経
験
を
積
ま
せ
て

貰
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
イ
ノ
シ
シ
の
様
に
更

な
る
前
進
と
挑
戦
で
頑
張
り
、

皆
様
と
一
緒
に
、
幸
せ
を
も
た

ら
す
縁
起
の
良
い
年
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
ノ
瀬

崇

（
市
南
支
部
）

充
実
し
た
一
年

を
願
う

忙
し
い
日
々
を
送
り
、
気
が

付
く
と
四
回
目
の
年
男
を
迎
え

ま
し
た
。

干
支
は
亥
で
す
が
、
猪
突
猛

進
は
せ
ず
、
何
事
も
確
実
に
、

ま
た
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
し
な
い

よ
う
十
分
に
気
を
付
け
て
、
家

族
と
と
も
に
、
仕
事
に
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
充
実
し
た
一
年
に
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

宮
副

辰
則

（
大
浦
支
部
）

生
涯
勉
強
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に

建
具
職
人
と
な
っ
て
四
十
二

年
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
生

涯
勉
強
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
期
か
ら
副
支
部
長
の

大
役
を
承
り
、
組
合
活
動
に
も

よ
り
一
層
力
を
入
れ
た
い
で
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
大
き
な

病
気
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
丈

夫
な
身
体
に
産
み
育
て
て
く
れ

た
両
親
、
そ
し
て
三
十
六
年
間

支
え
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
で
す
。

福
田

修

（
中
央
支
部
）

三
世
代
で
日
々

頑
張
る

早
い
も
の
で
六
度
目
の
年
男

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
妻

や
息
子
た
ち
と
仕
事
を
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
孫
も

加
わ
り
、
親
・
子
・
孫
の
三
世

代
で
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

体
が
資
本
で
す
の
で
、
家
族

皆
が
病
気
や
ケ
ガ
も
無
く
、
健

康
な
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

内
平

明

（
島
原
支
部
）

拓
い
て
こ
そ
道

お
陰
様
で
私
も
青
年
部
を
卒

業
し
、
四
回
目
の
年
男
を
迎
え

ま
し
た
。
四
十
代
は
商
売
繁
盛

を
目
的
に
、
多
く
の
仲
間
や
家

族
と
共
に
歩
ん
で
き
た
道
の
り

で
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

此
れ
か
ら
も
、
我
々
組
合
員

の
活
躍
が
組
合
の
活
力
に
な
る

事
を
信
じ
て
、
道
拓
い
て
行
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

北
村

亮
樹

（
北
松
支
部
）

一
日
一
日
を

大
切
に

今
年
も
夫
婦
仲
良
く
、
健
康

で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
一
日
一

日
を
大
切
に
笑
顔
で
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
や
組
合
活
動
も

若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
、
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

森

政
一

（
浦
上
東
支
部
）

無
事
安
穏

早
い
も
の
で
5
回
目
の
年
男

を
迎
え
ま
す
。
お
蔭
様
で
今
日

ま
で
つ
つ
が
な
く
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
家
族
と
旅
行
を
楽
し

み
な
が
ら
、
小
さ
な
幸
せ
の
あ

る
毎
日
を
過
ご
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

徳
永

八
郎

（
西
彼
支
部
）

若
い
方
に
負
け
な

い
よ
う
頑
張
る

早
い
も
の
で
、
今
年
還
暦
を

迎
え
ま
す
。
ケ
ガ
や
病
気
に
注

意
し
、
若
い
方
に
は
負
け
な
い

よ
う
仕
事
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

組
合
活
動
も
、
青
年
部
時
代

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
副
支
部
長
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

木
下

広
次

（
浦
上
西
支
部
）

健
康
が
一
番

還
暦
が
過
ぎ
て
十
二
年
、
又
、

年
男
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間

た
い
し
た
病
気
や
怪
我
も
な
く
、

現
役
で
仕
事
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
き
た
ら
『
死
ぬ
ま

で
現
役
』
の
気
持
ち
で
健
康
に

気
を
付
け
て
次
の
亥
年
ま
で
、

元
気
で
組
合
行
事
に
参
加
し
て

い
く
よ
う
に
『
が
ん
ば
ろ
う
』

と
思
い
ま
す
。

松
野

隆
志

（
大
村
支
部
）

生
涯
現
役
の

心
構
え

今
年
で
六
回
目
の
年
男
を
迎

え
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
生
涯

現
役
の
心
構
え
を
保
ち
な
が
ら

仕
事
は
勿
論
、
趣
味
の
魚
釣
り

や
土
い
じ
り
等
、
元
気
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
家
族
や

周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
楽

し
く
組
合
運
動
に
も
励
み
ま
す
。

木
下

忠
明

（
諫
早
支
部
）

体
調
に
気
を
つ
け

元
気
に
頑
張
る

つ
い
こ
の
間
還
暦
を
迎
え
た

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
う

年
男
に
な
り
、
一
年
一
年
が
早

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
は
体

調
を
崩
し
、
健
康
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
体
調
管
理
を

し
っ
か
り
し
な
が
ら
、
長
建
国

保
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
元

気
に
仕
事
を
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

茅
原
喜
志
男

（
佐
世
保
東
支
部
）

健
康
に
気
を
つ
け

後
輩
へ
の
指
導
も

大
工
を
始
め
て
三
十
三
年
に

な
り
ま
す
。
仕
事
仲
間
や
家
族

に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
健
康
に
気
を

付
け
な
が
ら
、
後
輩
の
指
導
に

も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

村
田

一
広

（
平
戸
支
部
）

信
義
誠
実
に

日
々
邁
進

平
成
最
後
の
年
、
六
回
目
の

年
男
を
迎
え
ま
す
。
四
月
に
は

統
一
地
方
選
挙
。
現
天
皇
陛
下

の
御
譲
位
と
新
天
皇
陛
下
の
ご

即
位
、
新
元
号
の
発
布
。
消
費

税
率
の
変
更
。

目
ま
ぐ
る
し
い
変
革
の
年
に

な
り
そ
う
で
す
が
、
自
身
、
健

康
に
留
意
し
「
信
義
誠
実
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
ま
だ
ま
だ
気
持

ち
は
現
役
、
日
々
邁
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

塚
本

芳
美

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

楽
し
く
素
晴
ら
し

い
日
々
を
過
ご
す

気
付
け
ば
四
十
八
歳
、
四
度

目
の
年
男
を
迎
え
ま
す
。
仕
事

も
忙
し
く
、
毎
日
働
け
る
こ
と

を
た
く
さ
ん
の
方
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
我
が
家
も
子
供
た
ち

が
自
立
し
夫
婦
二
人
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
二
人
の
時
間
を

大
切
に
、
毎
日
を
楽
し
く
健
康

で
素
晴
ら
し
い
日
々
を
過
ご
せ

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

末
吉

光
弘

（
佐
世
保
北
）
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時効があります。
忘れずに申請を
しましょう。

長建国保各種補助制度について

ちょっと
一息

①鍼灸マッサージ施術費用の補助
・補助対象者：
長建国保被保険者である組合員。

・補助金額：
1施術につき1，500円
（補助の交付は1ヶ月に3回、年間12回迄）
・申請方法：
組合支部にて配布する「鍼灸マッサージ施術
費補助申請書」に鍼灸施術師の証明を受け、
所属支部に提出して下さい。
（施術日より2ヶ月以内の申請書のみ有効と
します。）

②インフルエンザ予防接種費用の補助
・補助対象者：
長建国保被保険者である組合員とその家族。

・補助金額：
1回の予防接種費用の自己負担額が1，500円
を超えた額。
《補助例》
インフルエンザの予防接種を1回接種し、
4，000円の接種費用を支払った場合。
4，000円（接種費用）－1，500円（控除額）

＝2，500円（補助額）
・申請方法：
組合支部にて配布する「インフルエンザ予防
接種費補助申請書」に領収書を添えて、所属
支部に提出して下さい。
（申請期間は予防接種を受けた月の末日より
6ヶ月以内とします。）

イノシシと豚は同じ？
イノシシを家畜化した動物が豚。長い
年月をかけて改良した結果、見た目はか
なり異なってしまいましたが、生物学的
にはほぼ同じ。染色体は完全に一致して
いて、交配して生まれるイノブタには
ちゃんと繁殖能力が備わっています。ま
た、豚が野生化し何代かたつと、イノシ
シに戻ることも知られています。

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の
施
術
を
受
け
る
皆
様
へ

共済の申請忘れはありませんか？
建設長崎の福祉共済は、全ての組合員が加入しており、組合員や家族のお祝い事や不幸があっ
た際に、皆で積み立てておいた共済基金の中から各種給付を行う制度です。
月掛金 （65歳未満）1，300円 （65歳以上）1，100円

※共済給付の効力は組合加入後3ヶ月後の同日より発生します。時効は事象発生から1年です。
申請及びお問い合わせは所属支部事務所へ。

共済Ｂ型（65歳以上の組合員）
組合加入 3ヵ月超1年未満………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高27日間）

1年以上2年未満………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高37日間）
2年以上…………………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高47日間）

組合員がケガで入院した場合 入院1日につき 1，500円（入院初日より支給し最高180日を限度）
傷害入院給付金と同時に入院30日間につき 10，000円（最高6回 60，000円を限度）
組合員が結婚したとき 30，000円
組合員または配偶者が出産したとき 10，000円
組合員の子供が小学校・中学校に入学する際、一児童（生徒）につき 5，000円

－
－
－

15，000円
15，000円
15，000円

70歳以上の組合員に対して祝品贈呈
休業10日以上の労災事故にあった場合 一事故につき 10，000円
休業10日以上の交通事故にあった場合 一事故につき 10，000円
全焼・全壊の場合（70％以上） 800，000円
半焼・半壊の場合（20％以上70％未満） 720，000～400，000円
一部焼・一部損壊（20％未満） 240，000～40，000円
全壊・流出（自宅70％以上の損壊・流出） 240，000円
半壊 （住宅20％以上70％未満の損壊） 120，000円

（損害額が100万円を超える場合） 24，000円
（損害額が20万円を超え100万円以下の場合） 8，000円
全床面の50％以上の浸水（150㎝以上40㎝未満） 120，000～24，000円
全床面の50％未満の浸水 （100㎝以上）24，000円（100㎝未満）8，000円

火災等で組合員の2親等までの同居家族が死亡した場合 80，000円

－

－
－

1，000，000円
900，000円～40，000円

（入院5日目より180日を限度）1日につき2，000円
（通院初日より90日間を限度）1日につき1，000円
組合加入 3ヵ月超1年未満 40，000円

1年以上2年未満 60，000円
2年以上6年未満 80，000円
6年以上 110，000円

1，010，000円（加入年数不問）
組合加入 3ヵ月超1年未満…………………………………………………………………………30，000円

1年以上2年未満 ………………………………………………………………………40，000円
2年以上6年未満 ………………………………………………………………………50，000円
6年以上 …………………………………………………………………………………60，000円

組合加入 3ヵ月超～ 15，000円
組合加入 20年以上 100，000円

30年以上 120，000円

共済Ａ型（65歳未満の組合員）

15，000円
15，000円
15，000円
－
－
－
－

500，000円

1，000，000円
450，000円～20，000円

－
－
－
－

510，000円（加入年数不問）

1，010，000円（加入年数不問）

－

一部壊

床上浸水

共 済 種 目

病気休業手当金
（業務上の疾病・交通事故を除く）

傷害入院給付金
入院見舞金
結婚祝金
出産祝金

小学校・中学校入学祝
成人の祝

初老（厄入）祝
還暦の祝
古希の祝
喜寿の祝
米寿の祝
敬老の祝

労災事故給付金（見舞金）
交通事故給付金（見舞金）

火災

風水害
（地震を除く）

弔慰金
病気による重度障害

・労災保険法第1～2級
・労災保険法第3級2～4号

重度障害
労災保険法第3～14級

重度障害
労災保険法第3～14級

入院給付
通院給付

病気死亡（自殺含む）

不慮の事故による死亡

交通事故による死亡

配偶者死亡

家族死亡
70歳以上退会慰労金

（70歳以上組合員が脱退する場合）

不慮の
事故

交通
事故

組
合
員

休
業
補
償

各
種
祝
金

住
宅
災
害
見
舞
金

障
害
給
付
金

死
亡
弔
慰
金

対
象
と
な
る
負
傷

医
師
や
柔
道
整
復
師
の
診
断
又
は
判
断
に
よ
り
、
急
性
又
は
亜
急
性
の
外
傷
性
の
骨
折
、

脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
で
、
内
科
的
原
因
に
よ
る
疾
患
で
は
な
い
も
の

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

医
師
や
柔
道
整
復
師
の
診
断
又

は
判
断
等
に
よ
り
健
康
保
険
等

の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
の
例

●
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、
骨
折
、
脱
臼
、

打
撲
及
び
捻
挫
等
（
い
わ
ゆ
る
肉
ば
な
れ

を
含
む
。）
と
診
断
又
は
判
断
さ
れ
、
施

術
を
受
け
た
と
き
。（
骨
折
及
び
脱
臼
に

つ
い
て
は
、
応
急
手
当
を
す
る
場
合
を
除

き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
す
。）

●
骨
・
筋
肉
・
関
節
の
ケ
ガ
や
痛
み
で
、

そ
の
負
傷
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と

き
。

【
主
な
負
傷
例
】

日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
に
転
ん
で
膝

を
打
っ
た
り
、
足
首
を
捻
っ
た
り
し
て
急

に
痛
み
が
で
た
と
き
な
ど
。

●
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的
な
要
因
か

ら
く
る
）
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
。

●
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状

の
改
善
の
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術
。

●
保
険
医
療
機
関（
病
院
、診
療
所
な
ど
）

で
同
じ
負
傷
等
の
治
療
中
の
も
の
。

●
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中
や
通

勤
途
上
で
の
負
傷
。

治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

●
負
傷
原
因
が
労
働
災
害
に
該
当
す
る
場
合
又
は
、
通
勤
途
上
に
お
き
た
負
傷
は
健
康
保
険

等
は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
通
事
故
等
に
よ
る
第
三
者
行
為
に
該
当
す
る
場
合
は
組
合
へ

連
絡
し
て
下
さ
い
。

●
療
養
費
は
、
本
来
「
償
還
払
い
」
が
原
則
で
す
が
、
柔
道
整
復
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
な

取
扱
い
と
し
て
、
患
者
が
自
己
負
担
分
を
柔
道
整
復
師
に
支
払
い
、
柔
道
整
復
師
が
患
者
に

代
わ
っ
て
残
り
の
費
用
を
保
険
者
に
請
求
す
る
「
受
領
委
任
」
と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
整
骨
院
等
の
窓
口
で
は
、
病
院
・
診
療
所
に
か
か
っ
た
と
き

と
同
じ
よ
う
に
自
己
負
担
分
の
み
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
「
受
領
委
任
」
の
施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
、
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
の
受

取
代
理
人
欄
（
住
所
、
氏
名
、
委
任
年
月
日
）
に
患
者
の
署
名
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
取

代
理
人
の
欄
へ
の
署
名
は
、
傷
病
名
・
日
数
・
金
額
を
よ
く
確
認
し
署
名
し
て
下
さ
い
。
よ

く
確
認
を
せ
ず
、
受
取
代
理
人
の
欄
に
署
名
す
る
こ
と
は
、
間
違
い
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
察
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

●
施
術
を
受
け
た
際
、
窓
口
支
払
い
の
領
収
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
控
除
を
受
け
る

際
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

※
治
療
内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
要
し
た
費
用（
療
養
費
）は
、
被
保
険
者
皆
様
の
保
険
料
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。
皆
様
が
健
康
保
険
の
適
用
範
囲
を
正
し
く
理
解
し
適
切
に
受
診
す
る
こ
と
が
医

療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
適
切
に
請
求
等
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
請
求
内
容
等
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
す
る

た
め
、
施
術
を
受
け
た
方
に
照
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
施
術
を
受
け
た
時

は
、
負
傷
部
位
、
施
術
内
容
、
施
術
日
等
の
記
録
・
領
収
証
な
ど
保
管
い
た
だ
き
照
会
の
際

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■建設長崎福祉共済制度給付内容

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
た
ら
、
組
合

で
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季

節
で
す
。

予
防
の
為
、
ま
た
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防
ぐ
為

に
も
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第643号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（平成31年）1月15日発行



法
人
事
業
所
は

健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認
が
必
要
で
す

健
康
保
険
法
に
よ
り
法
人
事

業
所
（
従
業
員
五
人
以
上
を
有

す
る
個
人
事
業
所
含
む
。
以
下

「
法
人
事
業
所
等
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
（
健

康
保
険
と
厚
生
年
金
加
入
、
各

保
険
料
負
担
は
事
業
主
と
従
業

員
と
の
折
半
）
の
強
制
適
用
事

業
所
と
な
り
、
そ
の
事
業
主
に

は
年
金
事
務
所
へ
の
届
出
（
加

入
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。但

し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
法
人
事
業
所
等
の
事
業
主

は
、
健
康
保
険
適
用
除
外
承
認

申
請
書
を
事
実
発
生
か
ら
十
四

日
以
内
に
所
轄
の
年
金
事
務
所

に
提
出
し
、
同
所
の
承
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年

金
事
務
所
の
承
認
を
受
け
る
こ

と
で
、
年
金
は
厚
生
年
金
が
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
健
康
保
険
の

適
用
は
除
外
さ
れ
長
建
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
長
建
国
保
の
組
合
員
が
法
人

事
業
所
等
の
事
業
主
と
し
て

事
業
を
開
始
す
る
場
合
。

●
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

を
受
け
て
い
る
事
業
所
が
新

た
に
雇
用
す
る
従
業
員
を
長

建
国
保
に
加
入
さ
せ
よ
う
と

す
る
場
合

●
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
が

長
建
国
保
の
組
合
員
を
雇
用

し
た
場
合

▼
申
請
は
事
実
発
生

か
ら
十
四
日
以
内

こ
の
健
康
保
険
適
用
除
外
承

認
申
請
書
は
、
事
実
発
生
（
雇

用
日
、
法
人
設
立
日
等
）
か
ら

十
四
日
以
内
に
年
金
事
務
所
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

十
四
日
以
内
に
届
出
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
理
由
書
の
添
付
が
必

要
で
す
。
や
む
を
得
な
い
理
由

と
は
、
天
災
地
変
や
事
故
、
事

業
主
の
入
院
や
家
族
の
看
護
、

登
記
等
の
事
務
手
続
き
、
離
島

他
、
事
業
主
の
責
に
よ
ら
な
い

事
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】
某
事
業
所
の
法
人
成

り
が
発
覚
。
事
業
主
は
、
法
人

設
立
後
、
組
合
に
連
絡
せ
ず
に

一
年
間
放
置
し
て
い
た
。
そ
の

後
、
年
金
事
務
所
に
対
し
て
申

請
し
た
が
、
年
金
事
務
所
は
常

識
の
範
囲
外
の
遅
延
理
由
で
あ

る
と
し
て
申
請
を
却
下
し
健
康

保
険
と
厚
生
年
金
の
強
制
適
用

を
課
し
た
。
当
然
長
建
国
保
は

脱
退
と
な
っ
た
。

平
成
三
十
一
年
度
国
保
組
合
予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

一
万
六
千
八
百
一
通

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
保
組
合
の
補
助
金
を
め
ぐ

る
情
勢
が
不
透
明
な
中
、
長
建

国
保
に
対
す
る
現
行
補
助
水
準

の
維
持
に
向
け
組
合
で
組
合

員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要

請
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

所
、
一
万
六
千
八
百
一
通
の
要

請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
中
央
、
大
浦
、
市

南
、
東
長
崎
、
浦
上
西
、
浦
上

東
、
西
彼
、
諫
早
、
大
村
、
島

原
、
佐
世
保
中
央
、
佐
世
保
東
、

佐
世
保
北
、
北
松
、
平
戸
の
全

十
五
支
部
が
組
織
数
の
二
・
五

倍
と
い
う
目
標
を
達
成
。
中
で

も
佐
世
保
北
支
部
は
組
織
数
の

約
三
・
四
倍
を
達
成
し
、
取
り

組
み
に
対
す
る
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
体
で
も

割
当
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え

る
取
り
組
み
が
出
来
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
、
財
務
省
へ
全
通
投

函
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

■指定温泉施設の入浴料割引及び補助制度
長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を実施しています。ぜひご利用ください。
■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用できます。
■利用料金の補助（小人料金には、割引はありません。）
補助券により、割引料金より更に安い料金で利用できます。
規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間20枚） 組合のみ加入（年間6枚）
※詳細については各支部事務所へお問い合せ下さい。

長崎県建設事業国民健康保険組合 指定温泉一覧表
2019年1月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、
寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、壷風呂、
檜風呂、露天足湯、樽風呂、炭のうたせ湯、
寝湯

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、ジャグ
ジーシャワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、露
天風呂、タル湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェットバス、
寝湯、塩サウナ、家族風呂、シェイプアッ
プバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠室、マッ
サージ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レストラン、
宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風呂、休憩
場、レストラン

うずしお温泉美人の湯、露天風呂、貸切家
族風呂

大浴場、打たせ湯、寝湯、露天風呂、サウ
ナ、休憩室、食事処

大浴場、露天風呂、サウナ、休憩室、食事
処

展望露天風呂、電気風呂、ジャグジーエス
テ風呂、座り湯、サウナ、岩盤浴（別料金）、
家族風呂（別料金）

◎「平戸千里ヶ浜温泉ホテル蘭風」はメンバーズカード・温泉券が利用できなくなっております。
（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
（※）料金など変更になっている場合もありますので、詳細については各温泉施設までお問い合わせ下さい。

所在地
電話番号
長崎市
曙町39‐38
095‐862‐5555
長崎市

野母町692‐1
095‐893‐1133
長崎市

岩見町451‐23
095‐833‐1126
長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市
森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市
田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市
南風崎町449
0956‐59‐3939
東彼杵郡
波佐見町
長野郷558‐3
0956‐76‐9008
平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

510円
350円
110円
200円
530円
400円
350円
360円
1，250円
780円
0円
300円
320円
160円
300円
350円
350円
350円
250円
300円
200円
300円
300円
200円
360円
330円
120円
240円
24円
270円
108円
500円
400円
250円
260円
400円
300円
300円
200円
400円
400円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300
－

▲300
－

▲300
－

▲300
－

▲300
－
－

▲300
－
－

▲300
－

▲300
－

▲300
－
－

▲300
－
－

▲300
－

▲300
▲300
▲300
－
－

▲300
－
－

▲300
－

▲300
－
－

▲300
－

割引後の料金
（メンバーズカード）

810円
350円
－
－
－
－

650円
－
－
－
－
－
－
－

600円
－
－
－

550円
－
－

600円
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

560円
－
－
－
－

700円
－

規定料金

840円
400円
410円
200円
830円
400円
750円
360円
1，550円
780円
0円
600円
320円
160円
750円
350円
650円
350円
650円
300円
200円
700円
300円
200円
660円
330円
420円
540円
324円
270円
108円
800円
400円
250円
700円
400円
600円
300円
200円
900円
400円

利用区分

大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）

大人（中学生以上）
小人（5歳以上）
幼児（5歳未満）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（6歳以下）
大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）

［外湯］大人（中学生以上）
大人（高校生以上）［7：30～16：30］
大人（高校生以上）［16：30～22：00］
小人（2歳以上）［7：30～16：30］
小人（2歳以上）［16：30～22：00］

大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）

大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

野母崎炭酸温泉
Alega 軍艦島

ふくの湯

i+Land nagasaki
（アイランドナガサキ）

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然温泉＆
ホットヨガ
諫早もとの湯

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県

央

地

区

県

北

地

区

メンバーズカー
ド 補助券

毎月1回15日発行 2019年（平成31年）1月15日発行建 設 長 崎第643号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



��������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

胸ベルト

肩ベルト

胴ベルト

腿ベルト

ランヤード

D環

骨盤ベルト

フック

ショック
アブソーバー

着脱式
連結ベルト
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2020年（平成32年）までに、「全ての新築住宅について省エネ適
合義務化」が進められる中、住宅省エネルギー技術は、お客様への
アピールポイントとなります。
低炭素社会に向けて新築・リフォームに、施主の省エネ性能の関
心が高まる金利低減・ローン減税・所得・源泉等は大きい関心事で
す。お客さんをゲットしましょう。
なお、講習会の受講料は、講習会・テキスト・DVD等含み1，000
円です。今後、民間等で開催される講習会の受講料は、一般講習会
並みとなりテキスト等は有料化が見込まれます。 厚

生
労
働
省
は
、
建

設
業
の
災
害
で
「
墜

落
・
転
落
」
が
一
番
多

い
こ
と
か
ら
、
労
働
災

害
防
止
を
図
る
た
め
、

安
全
帯
の
使
用
に
関
す

る
安
全
衛
生
規
則
を
改

正
。

二
〇
一
九
年
二
月
よ
り
施
行

と
な
り
ま
す
。

①

安
全
帯
の
呼
び
名
を
、「
墜

落
制
止
用
器
具
」
に
変
更
。

②

墜
落
制
止
用
器
具
は
「
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
型
」
を
使
用

す
る
こ
と
が
原
則
。

墜
落
制
止
用
器
具
は
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
型
が
原
則
に
な
り
ま

す
が
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
の
着

用
者
が
墜
落
時
に
地
面
に
到
着

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
（
高
さ

が
六
・
七
五
ｍ
以

下
）
は
、
胴
ベ
ル
ト

型
（
一
本
つ
り
）
を

使
用
で
き
ま
す
。

③
「
安
全
衛
生
特

別
教
育
」
が
必

要
。

墜
落
の
危
険
が
あ

る
作
業
の
う
ち
「
特

に
危
険
性
の
高
い
業

務
」
を
行
う
労
働
者

は
、
特
別
教
育
（
学
科
四
・
五

時
間
、
実
技
一
・
五
時
間
）
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
特
に
危
険
性
の
高
い
業
務
」

と
は
、
高
さ
が
二
ｍ
以
上
の
箇

所
に
お
い
て
、
作
業
床
を
設
け

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
で
、
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使
用
し
て
行

う
作
業
（
ロ
ー
プ
高
所
作
業
を

除
く
）
な
ど
の
業
務
。

④

経
過
措
置
（
猶
予
期
間
）

あ
り
。

安
全
帯
の
規
制
に
関
す
る
政

省
令
等
は
、
二
〇
一
九
年
二
月

一
日
施
行
で
す
が
、
経
過
措
置

（
猶
予
期
間
）
が
あ
り
ま
す
。

現
行
の
構
造
規
格
に
基
づ
く

墜
落
制
止
用
器
具
を
使
用
で
き

る
の
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
一

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
※
2
月
以
降
に
特
別
教
育
実

施
予
定
）

主催：長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会
事務局（一財）長崎県住宅・建築総合センター
TEL 095‐825‐6944 Fax 095‐825‐6947

消費税は2019年10月より10％になる予定です
2019年3月31日までに契約すれば

消費税が8％のまま
となる特例（経過措置）があります

Ｑ．請負契約の工事代金の消費税額はいつ決まるのですか？
経過措置が適用されるとどうなるの？

Ａ．消費税額は引き渡し時の税率で決まります

経過措置の適用を受けるためには、「指定日の前日」までに工事請負契約を締結し
なければなりません。「指定日以降の工事請負契約」で、「増税実施日以降の引き渡し」
となる場合（下表の例2）の消費税額は新税率になりますので注意が必要です。

原 則

引き渡し時の消費
税率で計算します。

経 過 措 置

法の定める「指定日」の前日までに契約した請負工事では、
消費税増税後の引き渡しでも消費税は8％のままになります。

Ｑ．経過措置適用のためには、いつまでに契約すればいいの？
Ａ．3月31日までの契約が必要です
消費税が2019年10月1日から10％となる場合の「指定日」は2019年4月1日です。
したがって、経過措置の適用を受けるには3月31日までに契約する必要があります。

―本年度、最後の住宅省エネ施工講習会―

長崎県住宅省エネルギー
施工技術講習会

募集人員

30名

住 所

長崎市城山町17‐58

会 場
建設長崎
本部会館

開 催 日 時
平成31年1月20日㈰

8：20～12：50（受付8：00）

［カリキュラム］
受付
開会、主旨説明
施工技術者講習テキスト・・基本編・・
DVD放映（断熱施工）
施工技術者講習テキスト・・施工編・・
修了考査
考査問題解説・アンケート

8：00
8：20
8：30
10：00
10：25
12：05～12：35
12：35～12：50

［受講費用等］
修了証発行手数料

1，000円
2，000円

賞状型
カード型

受講料

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
義
務
化
へ

〜
安
心
・
安
全
な
作
業
の
た
め
に
〜

経過措置の適用を受ける場合の書面通知
経過措置の適用を受ける工事を行った事業者は、経過措置が適用された工事であること

を相手方（お客様）に書面で通知することとされています。なお、この通知は請求書に経

過措置の適用を受けた工事である旨を記載することでも良いとされています。

≪記載文例≫

消費税法経過措置に基づき、請負代金の額は、消費税率8％として算出しています。

余裕を持った
工期設定をしましょう
建設工事は様々な事情により予定してい

た工事完了引き渡し日が変更になることが

あります。特に、経過措置を受けず、増税

前の引き渡しを予定している工事では、万

一の工期延長で増税後の引き渡しにならな

いよう、余裕をもった工期を設定しましょ

う。

施工者の
仕入れ税額控除

建材等の購入費や外注費など事業上

の経費で、施工者が一時負担した消費

税相当額は、仕入れ税額控除の対象と

なります。仕入れは売買契約、請負契

約のいずれの場合でも、原則、その物

や工事の「引渡し」を受けた時点の消

費税率で控除します。

�

－消費税増税と工事請負契約－

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第643号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（平成31年）1月15日発行



チ
ャ
レ
ン
ジ

　

お
正
月
の
絶
品
料
理

家
庭
料
理
研
究
家   

池
上 

正
子

蒸し豚の香味ソースがけ

＜材料──作りやすい分量＞
豚肩ロース（ブロック）500g、塩大さじ１弱、パクチーまたは青じそ適量、A（酢・しょうゆ各大さじ１）

豚肩ロースは冷蔵庫から取り出して
常温に戻し、まんべんなく塩をすり
込み、ラップで包んで冷蔵庫で一晩
寝かす。

蒸し器で多めにお湯を沸かし、充分
に湯気が上がったらラップを外した
①を入れて、40分蒸す。蒸し上がっ
たら、ふたをしたまま冷ます。

粗熱が取れたら薄切りにして器に盛
り付け、刻んだパクチーまたは青じ
そをのせて、Aを回しかける。

蒸し器がない場合は、足つきざるで。

ざるより一回り大きい鍋に水（約

200㏄）を入れて強火に。沸騰した

ら豚肉を入れたざるを鍋の中に移し

て蒸す。途中でお湯が少なくなった

ら足す。

１

２

３

☆

　脂肪が適度にある肩ロースをかたまり肉で蒸すので、しっとりジューシーに仕上がります。
おかずとして食べるなら食べごたえがあるように厚めに、おもてなし料理なら何枚も食べら
れるように薄く切ります。蒸し豚はラップで包んで冷蔵庫で３～４日保存できます。

��������������������������������������

平
戸
支
部
・
支
部
旅
行
会

東
長
崎
支
部
・
青
年
部
研
修
旅
行

〜
2
年
ぶ
り
の
開
催

20
名
参
加
で
大
分
へ
〜

平
戸
支
部
で
は
、
十
一
月
十

八
日
、
十
九
日
に
二
十
名
の
参

加
で
大
分
ま
で
支
部
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。
昨
年
も
旅
行
を

計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

者
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、

二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

駅
や
バ
ス
停
か
ら
参
加
者
を
乗

せ
つ
つ
、
全
員
が
乗
車
し
た
八

時
三
十
分
。
少
し
早
い
よ
う
な

気
も
し
ま
す
が
、
早
速
乾
杯
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
は
臼
杵
石
仏

で
す
。
石
仏
と
い
う
こ
と
で
奈

良
の
大
仏
の
よ
う
な
大
き
さ
を

想
像
さ
れ
て
い
た
方
も
少
な
か

ら
ず
い
た
よ
う
で
す
が
、
臼
杵

の
石
仏
も
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
、
真
剣
な
眼
差
し
で
見

学
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
臼
杵
町
の
町
並
散
策

を
行
い
、
寺
や
旧
武
家
屋
敷
と

い
っ
た
建
造
物
の
造
り
等
に
対

し
て
厳
し
い
議
論
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
議
論
も
ほ
ど
ほ
ど
に

宿
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
今
回

宿
泊
し
た
鉄
輪
ホ
テ
ル
は
、
夕

食
が
個
室
で
は
な
く
広
間
で
の

バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
バ
ス
の
中

で
の
飲
酒
も
ど
こ
へ
行
っ
た
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
好
み

で
飲
酒
・
飲
食
を
し
て
い
ま
し

た
。二

日
目
は
、
鶴
見
岳
へ
紅
葉

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
で

し
た
が
、
必
ず
一
人
は
い
ま
す

「
落
ち
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と

言
い
出
す
人
が
。
と
か
言
い
つ

つ
も
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
景
色
を
楽
し
む
の
で
す
が
。

そ
の
後
、
最
後
の
見
学
地
の
鯛

生
金
山
を
見
学
し
て
今
回
の
旅

行
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
何
度
も
大
分
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
方
ば
か
り
で
し

た
が
、
購
入
す
る
お
土
産
の
量

は
多
く
、
寄
っ
た
ら
必
ず
買
っ

て
く
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

出
発
早
々
、
帰
り
に
寄
っ
て
も

ら
い
た
い
所
を
リ
ク
エ
ス
ト
す

る
方
も
お
り
、
幸
い
な
こ
と
に

今
回
の
旅
行
は
お
土
産
の
購
入

箇
所
も
多
く
、
有
意
義
な
旅
行

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

帰
着
時
間
は
少
し
遅
れ
ま
し

た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
無
事
に
平
戸
へ
帰
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
相
互
の
交
流

を
十
分
に
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
支
部
旅
行
で
し
た
。（

西
田
）

〜
京
都
・
大
阪
を
十
二
分
に

堪
能
で
き
た
二
日
間
〜

本
格
的
な
寒
さ
が
到
来
す
る

直
前
の
十
一
月
十
七
日
か
ら
十

九
日
ま
で
の
三
日
間
、
東
長
崎

支
部
青
年
部
で
は
京
都
・
大
阪

方
面
へ
の
研
修
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
青
年
部
六

名
に
里
支
部
長
と
担
当
書
記
局

を
加
え
た
八
名
で
す
。
京
都
・

大
阪
と
観
光
名
所
の
多
い
場
所

で
し
た
の
で
旅
行
前
の
打
ち
合

わ
せ
か
ら
、
ど
の
コ
ー
ス
を
回

れ
ば
一
番
楽
し
め
る
か
妄
想
を

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
コ
ー
ス
決
め

を
行
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
大
阪
伊
丹
空
港
に

到
着
後
、
京
都
へ
向
か
い
嵐
山
、

金
閣
寺
、
二
条
城
の
順
に
京
都

の
西
側
方
面
の
名
所
を
訪
れ
ま

し
た
。
極
楽
浄
土
を
こ
の
世
に

現
し
た
と
言
わ
れ
る
金
閣
寺
も

大
政
奉
還
の
舞
台
と
な
っ
た
二

条
城
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

中
で
も
嵐
山
は
十
一
月
と
い
う

事
も
あ
り
観
光
客
の
多
さ

と
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
て

く
る
ピ
ー
と
い
う
音
に
驚

き
ま
し
た
が
、
渡
月
橋
や

竹
林
の
雰
囲
気
は
京
都
で

し
か
味
わ
え
な
い
も
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
は
京
都
中
心
部

と
東
側
方
面
を
観
光
し
夕

方
に
は
大
阪
難
波
に
向
か

う
コ
ー
ス
で
し
た
。
京
都

観
光
で
は
銀
閣
寺
や
三
十

三
間
堂
と
い
っ
た
初
日
に

引
け
を
取
ら
な
い
有
名
な
観
光

名
所
を
回
り
ま
し
た
。
伏
見
稲

荷
大
社
は
国
内
の
観
光
客
よ
り

も
様
々
な
国
か
ら
観
光
に
来
ら

れ
た
方
が
多
く
、
千
本
鳥
居
等

の
景
観
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
相

ま
っ
て
異
世
界
に
い
る
様
な
感

覚
を
味
わ
え
ま
し
た
。

五
重
塔
で
有
名
な
東
寺
を
観

光
し
、
一
行
は
大
阪
難
波
の
ホ

テ
ル
に
向
か
い
ま
し
た
。
大
阪

に
到
着
後
、
夕
方
に
は
難
波
の

繁
華
街
へ
。
日
曜
の
夜
で
し
た

が
人
の
多
さ
と
賑
や
か
さ
は
流

石
、
大
阪
と
感
じ
ま
し
た
。

三
日
目
は
ホ
テ
ル
が
難
波
の

繁
華
街
と
い
う
こ
と
も
あ
り
午

前
中
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た

が
、
買
い
物
を
し
た
り
テ
レ
ビ

で
よ
く
見
る
ス
ポ
ッ
ト
に
行
っ

た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

昼
過
ぎ
に
は
大
阪
を
発
ち
長

崎
へ
向
か
い
ま
し
た
。
長
崎
に

着
い
た
直
後
は
旅
行
の
終
わ
っ

た
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、

見
慣
れ
て
い
る
長
崎
の
景
色
が

安
心
感
を
覚
え
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
旅
行
を
通
じ
て
青
年
部

の
方
と
の
良
い
思
い
出
が
出
来

た
と
実
感
し
ま
し
た
。（

德
永
）

組合員の資格取得を後押し・資格取得で
報奨金が支給されます

全建総連技能者育成基金制度
全建総連では、組合員の資格取得による技術・技能の向上、
技能者育成支援を目的に技能者育成基金制度を創設し、平成30
年4月から資格取得による報奨金制度を実施しています。
「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ3千円か
ら1万円を全建総連から申請者（組合）を通じて組合員の方々
へ支給します。（対象資格は下表を参照）
■申請方法
①資格取得報奨金制度申請書（印鑑必要）
②資格取得を証明する書類（合格証、修了証明書等）
以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請してください。

■申請時の注意点
・受講時に組合員であること。
・平成30年4月1日以降に新たに合格した資格であること。
・組合費等の滞納（3ヶ月以上）がないこと。
・申請期限は資格取得から3年以内。
■「資格取得報奨金制度」の対象資格・区分

区分1：10，000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、
一級技能士（※1）、一級施工管理技士、第一種電気工事士、電気主任技術
者（第一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登
録基幹技能者（※2）

区分2：6，000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（※1）、二級施工管理技士、第二種
電気工事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担任者、職業訓練指
導員免許（※3）

区分3：3，000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採石
のための掘削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質等、鉛、
四アルキル鉛等、木材加工用機械、地山の掘削、土止め支保工、型枠支保工
の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築物の組立
て等、コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶
剤、石綿

（※1）技能検定 建設関係32職種
（※2）登録基幹技能者33職種
（※3）職業訓練指導員免許11科

▲嵐山・竹林散策、人多し

▲歴史を感じさせる石仏と記念撮影

▲

京
都
観
光
定
番
の
金
閣
寺
で
パ
チ
リ

毎月1回15日発行 2019年（平成31年）1月15日発行建 設 長 崎第643号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）7�



カ
フ
ェ
で
エ
コ
は

い
い
け
ど
、

歩
い
て
行
く
の
が
大
変

海
が
自
慢
の

こ
の
町
の
P
R
に

な
り
そ
う
だ
ね

禁
煙
の
機
会
か
も
。

お
得
な
コ
ー
ヒ
ー
で

我
慢

子
育
て
世
帯
向
け
の

政
策
が
ほ
し
か
っ
た
な

ズイク理推物動

Ｄ町

カフェなどでの
冷暖房シェアに
クーポン配布

サンゴが名物の
島の景観をア
ピール！

障害者雇用に積
極的に取り組み
ます

Ｃ町

カフェの飲み物
のストローを紙
に

公共施設や食堂
を完全禁煙に

公共の乗り物の
無料パスを配布

Ｂ町

マグカップ持参
でカフェの料金
半額！

自転車をシェア
する仕組みをつ
くります

タバコ税の増税
分で保育園をつ
くります

Ａ町

太陽光で電気の
地産地消進めま
す

漁村食堂に若者
を呼び込みま
す！

教育の無償化を
進めます

エネルギー
エコ

観光
街づくり

教育・福祉
目玉

長
崎
市
城
山
町
17―
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〈いのしし年クロスワード〉

（答）

キツネ イヌ

パンダウサギ

あなたの支部名
氏　名
住　所
年　齢
職　業

新春お年玉クイズ みんなで考えて
応募しよう！

［問題］動物たちの町も今年は選挙イヤー。四つの町で新しい町長が誕生しま
した。
新町長の下での新たな政策について、住人たちが感想を言っています。
キツネ、イヌ、ウサギ、パンダは、以下のＡ～Ｄのどの町の住人でしょ
うか？

ヨコのカギ
1 新年のあいさつ言葉
9 中が空っぽなこと
10 失敗や過失。ノー……で完勝
11 歯医者では歯茎に注射。……薬
13 千両……、大根……
14 欠席も……も早退もなく皆勤賞
16 平和の象徴とされる鳥
17 車が渋滞して交通は……状態だ
18 プーさんは……のぬいぐるみ
20 ことわざ「割れ鍋に……」
22 トラが死して残すもの
23 けんかをやめて仲良しに
25 麦わら……、山高……
26 1……は60分
28 太公望とは……をする人のこと
29 夜頑張る受験生のパワーの源
31 いたずら書きのことです
33 大雪の……で学校が休みになる
34 環境保護のこと
35 ……駅、……島
37 寒いときなどに羽織ります
39 イノシシのように向こう見ずに

猛然と突き進むこと

タテのカギ
1 大野クンがリーダーの5人組
2 ムダ遣いをしない人
3 黒柳徹子さん著「……ぎわのトットちゃん」
4 俳優の表情やしぐさの意味も
5 初詣の神社で吉凶を占う
6 たてがみがない……ライオン
7 「桃太郎」という銘柄もある
8 餅つき道具の一つ
9 勉学に要する費用
12「猪」の字のつく福島県の淡水湖
13 イノシシ肉の別名
15 スズメやウグイスなど
16 元日に門柱に掲げる家もある
19 シェークスピア「……の夜の夢」
21 改ざんが問題になった公……
22 牧童のことを英語では……ボーイ
23 南宗画に由来する画。文人画とも
24 世界最古の古代……文明
25 男が自分をさして言う。君と……
27 どこまでも斜めに動ける将棋の駒
29 焼いたサツマイモ。石……
30 ケーキ、ワッフル、ビスケット
32 朝鮮の代表的な漬物
34 米国はドル、日本は？
36 男……同権。男……共学
38 コレを天に任せる人もいる
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必
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お知らせ
組合窓口は、これまで第2・第4土曜日をお休みとしていましたが、
平成31年4月より全ての土曜日をお休みとさせて頂きます。
それに伴い、平日㈪～㈮の業務時間を20分延長して下記の
通り変更致します。
［※AM8：50～PM5：30］
ご理解の程、宜しくお願い致します。

明けましておめでとうございます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月26日㈯
初市（お楽しみ抽選会）

（8：30～15：00）

長建木材供給㈱
取締役社長 高島 正弘

西彼杵郡時津町左底郷1の4
TEL 095-882-0304 FAX 095-882-6594

2019年 建設長崎各支部新春旗開き開催のご案内
会 場

大浦区民センター

割烹「みやこ別館」

支部事務所

割烹「川徳」

県北総合会館

地区労会館2階

組合本部会館

諫早市勤労者福祉会館

支部事務所

組合本部会館

「彦八」

中里皆瀬地区公民館

支部事務所

時津北部コミセン

支部事務所

時 間

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後6時30分

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後6時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

支部名

大 浦 支 部

市 南 支 部

大 村 支 部

東 長 崎 支 部

佐世保中央支部

中 央 支 部

浦 上 東 支 部

諫 早 支 部

北 松 支 部

浦 上 西 支 部

島 原 支 部

佐世保北支部

平 戸 支 部

西 彼 支 部

佐世保東支部

曜日

水

金

火

水

木

金

月

火

水

月 日

1月9日

11日

15日

16日

17日

18日

21日

22日

23日
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